
(57)【要約】

【課題】安価で安全な電気や電池を使用しない小型の効

果の高い、性器等繊細な部位用の、バイブレーションを

発生できる能力を有するマッサージ器、及び用具を提供

する。

【解決手段】弾性に富んだ材質からなる本体に空気の通

る通路を設け先端は、本体よりも薄く形成され分割され

た振動板を有し、本体後端開口部の通気管より、息や空

気を、吹き込む事により振動板に挟まれる形態の先端開

口部より、息や空気が吐出する、その作用によって先端

開口部の振動板が開閉を繰り返す事で振動を発生する。

また、振動板には、半球体突起を有し、通気管は、脱着

可能な本体よりも硬質な材質からなるパイプである。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
弾 性 に 富 ん だ 材 質 か ら な る 本 体 に 、 空 気 の 通 る 通 路 を 有 し 、 本 体 後 端 開 口 部 よ り 息 や 、 空
気 を 吹 き 込 む こ と に よ り 先 端 開 口 部 よ り 、 息 や 、 空 気 が 吐 出 す る 。 そ の 際 に 先 端 開 口 部 の
振 動 板 が 振 動 す る 事 に よ り 、 細 か い 振 動 を 、 電 気 や モ ー タ を 、 使 用 す る こ と な く 発 生 す る
こ と が で き る 、 性 器 等 を 刺 激 す る マ ッ サ ー ジ 器 、 及 び 用 具
【 請 求 項 ２ 】
中 心 部 空 気 通 路 を 、 形 成 す る パ イ プ は 、 プ ラ ス テ ィ ッ ク 等 の 本 体 よ り も 硬 質 な 素 材 を 、 用
い る 事 で 、 空 気 通 路 を 確 保 す る と 共 に 、 空 気 通 路 を 潰 れ 難 く し 、 ま た 息 を 吹 き 込 む 際 に 、
咥 え る 事 が 出 来 る 為 、 吹 き こ み や す く 、 ま た ス ト ッ パ ー が 有 る 事 に よ り 、 口 か ら 外 れ 難 く
な る 事 を 、 特 徴 と す る マ ッ サ ー ジ 器 、 及 び 用 具 。
【 請 求 項 ３ 】
先 端 開 口 部 の 振 動 板 に 半 球 状 の 突 起 を 持 つ 、 請 求 項 １ 又 は ２ の い ず れ か に 記 載 の マ ッ サ ー
ジ 器 、 及 び 用 具 。
【 請 求 項 ４ 】
後 部 開 口 部 パ イ プ を 、 交 換 又 は ア ダ プ タ ー ホ ー ス を 付 け る 事 に よ り 延 長 す る こ と が 出 来 る
、 請 求 項 １ 又 は ２ の い ず れ か に 記 載 の マ ッ サ ー ジ 器 、 及 び 用 具 。
【 請 求 項 ５ 】
本 体 、 又 は 本 体 外 側 に 、 突 起 を 付 け 患 部 に 、 振 動 板 が 、 触 れ 易 く す る こ と が 出 来 る 、 請 求
項 １ 又 は ２ の い ず れ か に 記 載 の マ ッ サ ー ジ 器 、 及 び 用 具 。
【 請 求 項 ６ 】
振 動 板 を 、 ３ 枚 以 上 に す る こ と で 、 更 な る 効 果 を 有 す る 請 求 項 １ 又 は ２ の い ず れ か に 記 載
の マ ッ サ ー ジ 器 、 及 び 用 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 性 器 等 繊 細 な 、 部 位 を 、 マ ッ サ ー ジ す る 際 に 用 い て 好 適 な マ ッ サ ー ジ 器 、 及 び
用 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 性 器 等 を 、 マ ッ サ ー ジ す る 装 置 や 道 具 、 器 具 は 、 種 々 の も の が 公 知 で あ る 、 特 に バ
イ ブ レ ー タ ー は 公 知 で あ る 、 し か し 、 電 池 や モ ー タ ー を 、 使 用 し て い る た め 、 使 用 に 対 し
抵 抗 を 感 じ た り 、 一 見 し て そ れ と 解 る 外 観 の た め 、 購 入 に 対 し 、 羞 恥 心 を 覚 え る 人 も 多 く
購 入 し 難 く 、 十 分 な 普 及 を 見 て い な い 。 し か し 、 一 方 で は 、 性 生 活 を 、 よ り 良 く す る た め
に 、 バ イ ブ レ ー タ ー 等 を 購 入 し 、 使 用 し た い 人 も 多 い が 、 電 気 的 な も の を 、 人 体 に 使 用 す
る 事 に 対 す る 、 抵 抗 も あ り 使 用 し 難 い 。 ま た 故 障 し 易 い と い う 問 題 も 有 る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ の 発 明 の 目 的 は 、 電 気 や 電 池 を 使 用 し な い 、 小 型 で 安 価 で 、 効 果 の 高 い 安 全 で 故 障 し 難
い バ イ ブ レ ー シ ョ ン を 発 生 で き る 性 器 等 の 繊 細 な 部 位 を 刺 激 す る マ ッ サ ー ジ 器 を 、 提 供 せ
ん と す る た め に あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め に こ の 発 明 は 、 弾 性 に 富 ん だ 材 質 か ら な る 本 体 に 、 空 気 の 通
る 通 路 を 設 け 、 本 体 後 端 開 口 部 よ り 息 や 空 気 を 、 吹 き 込 む こ と に よ り 先 端 開 口 部 よ り 、 息
や 空 気 が 吐 出 す る 、 そ の 作 用 に よ っ て 先 端 開 口 部 の 振 動 板 が 振 動 す る 事 に よ り 、 細 か い 振
動 を 、 電 気 や モ ー タ ー を 、 使 用 す る こ と な く 発 生 す る こ と が 出 来 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】 中 心 部 空 気 通 路 を 、 形 成 す る パ イ プ は 、 プ ラ ス テ ィ ッ ク 等 の 本 体 よ り も 硬 質
な 素 材 を 用 い る 事 で 、 空 気 通 路 を 確 保 す る と 共 に 、 空 気 通 路 を 潰 れ 難 く し 、 ま た 息 を 吹 き
込 む 際 に 、 咥 え る 事 が 出 来 る 為 、 吹 き こ み や す く 、 ま た ス ト ッ パ ー が 有 る 事 に よ り 、 口 か
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ら 外 れ 難 く な る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】 こ の 発 明 は さ ら に 、 先 端 開 口 部 の 振 動 板 先 端 に 、 半 球 状 の 突 起 を 設 け る こ と
で 、 患 部 に 的 確 に 刺 激 を 与 え や す く す る こ と が 出 来 る
【 ０ ０ ０ ７ 】 こ の 発 明 は さ ら に 、 後 部 開 口 部 通 気 管 を 、 交 換 又 は ア ダ プ タ ー ホ ー ス を 付 け
る 事 に よ り 延 長 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】 こ の 発 明 は さ ら に 、 本 体 又 は 、 本 体 外 周 に 、 突 起 や 、 ガ イ ド を 付 け る 事 で 、
振 動 板 先 端 が 、 患 部 に 触 れ 易 く す る こ と が 出 来 る
【 ０ ０ ０ ９ 】 こ の 発 明 は さ ら に 、 本 体 が 、 柔 ら か い 素 材 で 形 成 さ れ て い る 為 性 器 等 を 傷 つ
け る 事 無 く 刺 激 を 与 え る こ と が 出 来 、 ま た 電 気 、 モ ー タ ー 等 を 必 要 と し な い 為 、 丸 洗 い 出
来 る 為 、 清 潔 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】 こ の 発 明 は さ ら に 、 構 造 上 、 小 型 で 持 ち 運 び 易 く さ ら に 、 壊 れ 難 く 低 コ ス ト
で あ る 。
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】 図 面 は こ の 考 案 の 一 実 施 例 を 示 し 、 図 １ 、 図 ２ 及 び 図 ３ に お い て 、 １ は 、 た
と え ば 、 シ リ コ ン の よ う な 、 柔 ら か く 弾 性 に 富 ん だ 材 質 の 物 で 形 成 さ れ て い れ ば 良 く 、 材
料 に 特 に 限 定 は 無 い 。 こ の 本 体 １ 内 部 に 、 た と え ば 、 プ ラ ス テ ィ ッ ク の よ う な １ よ り も 硬
い 材 質 で 作 っ た パ イ プ 状 の 通 気 管 ４ が 挿 入 さ れ て い る が 、 こ れ も 特 に 材 料 に 限 定 は な い 。
ま た 取 付 方 法 も 限 定 は 無 く 、 脱 着 式 で も 、 貼 着 固 着 式 で も 良 い 。 こ の 図 で は 、 脱 着 式 に 、
す る こ と に よ り 洗 浄 し 易 く 衛 生 的 で 、 か つ ス ト ッ パ ー ８ を 設 け る こ と で 脱 落 防 止 も 図 っ て
い る 。 ま た こ の 通 気 管 が 無 く て も 機 能 は す る
【 ０ ０ １ ２ 】 こ の 本 体 １ の 前 方 に 開 口 部 ２ が 設 け ら れ て い て 、 こ こ か ら 空 気 が 吐 出 す る こ
と に よ り 振 動 板 ３ ａ と ３ ｂ と が 振 動 す る 、 こ の 開 口 部 ２ も 形 状 に 限 定 は 無 い 。 ま た 振 動 板
３ ａ と ３ ｂ の 先 端 に 半 球 体 状 の 突 起 ９ ａ と ９ ｂ を 設 け る こ と で 患 部 に 触 れ 易 く な る よ う 形
成 さ れ て い る が 、 振 動 板 の 形 状 に 限 定 は 無 い 。
【 ０ ０ １ ３ 】 通 気 管 ４ は 、 本 体 １ 後 端 部 開 口 部 １ ０ よ り 挿 入 さ れ ス ト ッ パ ー ８ で 固 定 さ れ
る 事 で 、 空 気 通 路 ６ を 形 成 す る ま た ま た プ ラ ス テ ィ ッ ク 等 の 本 体 よ り も 硬 い 材 質 で 出 来 て
い る た め 潰 れ 難 く 空 気 通 路 を 確 保 す る こ と が 出 来 ま た 息 を 吹 き 込 む 際 に 咥 え る こ と が 出 来
て 使 用 し 易 い さ ら に 外 部 ス ト ッ パ ー ７ を 設 け る 事 で 息 を 吹 き 込 ん だ 際 に 口 か ら 抜 け る 事 を
防 止 す る 。 ま た 空 気 通 路 ６ の 前 方 は 、 前 に 行 く ほ ど 狭 く な る 形 状 と な っ て お り 、 空 気 の 流
速 を 早 め る 効 果 が あ る （ ５ 空 気 通 路 整 流 室 ） 。 こ の 通 気 管 、 空 気 通 路 共 に 形 状 に 限 定 は 無
い 。
【 ０ ０ １ ４ 】 本 体 先 端 開 口 部 ２ は 、 前 に い く ほ ど 広 が っ て い る が 、 こ の 開 口 部 ２ と 振 動 板
３ ａ と ３ ｂ の 形 状 も し く は 、 厚 み に よ り 発 生 す る 振 動 数 が 、 変 化 す る 。 こ の 本 体 先 端 開 口
部 の 形 に 限 定 は 無 い 。
【 ０ ０ １ ５ 】 形 成 方 法 は 、 ま ず 本 体 １ を 一 体 成 形 と し そ の 後 開 口 部 ２ を 切 り 、 空 気 通 路 ６
に つ な げ 、 あ と か ら 通 気 管 ４ を 差 し 込 む 方 法 を と っ た が 、 最 初 よ り 成 形 品 で 作 る こ と も 可
能 で あ る 。 尚 、 形 状 、 形 成 方 法 、 切 り 込 み の 形 状 、 部 品 構 成 等 は 、 実 施 例 の 物 に 、 限 定 さ
れ な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】 図 ５ は 、 通 気 管 の 延 長 用 具 で あ る 、 通 気 管 を 差 し 替 え る 、 ま た は 継 ぎ 足 す こ
と に よ り 通 気 管 が 延 長 で き る 。 図 ５ チ ュ ー ブ １ １ は 、 ビ ニ ー ル 等 の 柔 軟 な 材 料 を 用 い て い
る が 、 材 料 、 延 長 方 法 に 限 定 は 無 い 。 １ ２ は 、 本 体 に 挿 入 す る 通 気 管 ま た １ ３ は 、 息 や 空
気 を 吹 き 込 む 、 吹 き こ み 口 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】 図 ６ は 、 他 の 実 施 例 を 示 し 振 動 板 を ３ 枚 に し 空 気 通 路 先 端 を 二 つ に 分 け る こ
と で 、 振 動 板 が ３ 枚 共 振 動 を 発 生 す る よ う に し た 物 で あ る 。 尚 振 動 板 の 枚 数 及 び 形 状 に 限
定 は 無 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】 ま た 、 ゼ リ ー 、 ク リ ー ム 等 の 潤 滑 材 を 、 使 用 す る こ と で 、 さ ら に 、 効 果 が 高
く 使 い や す い 、 よ っ て 、 本 体 と は 別 体 で 潤 滑 材 を 添 付 し 、 使 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ９ 】 構 造 が 簡 単 な た め 安 価 に 製 造 で き る 利 点 も あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】 色 、 形 状 等 の 、 自 由 度 が 高 い 為 カ ラ フ ル に し た り 形 も か わ い い 印 象 の 物 に す
る こ と が 出 来 る 。
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【 発 明 の 効 果 】 こ の 考 案 は 、 以 上 の よ う に 構 成 し た の で 、 次 の よ う な 効 果 を 無 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】 請 求 項 １ ， ２ ， ３ の よ う に 構 成 し た の で 簡 単 な 構 造 で 、 安 価 に 、 製 造 す る こ
と が 出 来 る と 共 に 、 柔 ら か い 弾 性 に 富 ん だ 材 質 を 、 用 い る こ と で 、 性 器 等 繊 細 な 部 位 を 、
傷 つ け る 事 無 く 刺 激 を 与 え る 事 が 出 来 、 ま た 電 池 や モ ー タ ー 等 を 用 い 無 い の で 人 体 に 、 電
気 的 な 、 物 を 使 用 す る と い う 抵 抗 感 が 無 い 。 ま た 、 モ ー タ ー を 用 い た 物 の 機 械 的 な 振 動 と
は 違 う 、 自 然 な 振 動 を 、 発 生 す る こ と が 出 来 る 為 、 心 地 よ く 使 い 易 い 、 ま た 、 人 の 息 や 空
気 を 使 用 す る の で 、 振 動 が 調 整 出 来 る 為 使 い 易 い 。 さ ら に 色 、 形 状 等 の 、 自 由 度 が 高 い 為
カ ラ フ ル に し た り 形 も か わ い い 印 象 の 物 に す る こ と が 出 来 、 小 型 で 安 価 で あ る た め 購 入 し
易 く 持 ち 運 び や 収 納 し 易 い 。 ま た 、 本 発 明 の 特 徴 と し て 極 め て 故 障 が 少 な い 事 も 特 徴 で あ
る 。 さ ら に 、 丸 洗 い 出 来 る た め 非 常 に 衛 生 的 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】 請 求 項 ３ 、 ５ の よ う に 構 成 す る こ と で 、 患 部 に 的 確 に 刺 激 を 与 え る 事 が 出 来
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】 請 求 項 ４ の よ う に 構 成 す る こ と で 、 口 と 本 体 が 、 離 れ て い て も 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】 請 求 項 ６ の よ う に 構 成 す る こ と で 、 振 動 す る 個 所 が 増 え る 事 で 更 な る 効 果 が
望 め る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 に 係 る マ ッ サ ー ジ 器 の 正 面 図 で あ る
【 図 ２ 】 こ の 発 明 に 係 る マ ッ サ ー ジ 器 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 に 係 る マ ッ サ ー ジ 器 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 に 係 る マ ッ サ ー ジ 器 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 に 係 る マ ッ サ ー ジ 器 の 通 気 管 延 長 用 具 で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 の 他 の 実 施 例 を 示 す 振 動 板 追 加 型 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 マ ッ サ ー ジ 器 本 体
２ 　 　 先 端 開 口 部
３ ａ 　 振 動 板 ａ
３ ｂ 　 振 動 板 ｂ
４ 　 　 通 気 管
５ 　 　 空 気 通 路 整 流 部
６ 　 　 空 気 通 路
７ 　 　 通 気 管 ス ト ッ パ ー 部
８ 　 　 通 気 管 抜 け 防 止 ス ト ッ パ ー 部
９ ａ 　 振 動 板 半 球 状 突 起 部 ａ
９ ｂ 　 振 動 板 半 球 状 突 起 部 ｂ
１ ０ 　 後 端 開 口 部
１ １ 　 通 気 管 延 長 用 具 チ ュ ー ブ
１ ２ 　 通 気 管 延 長 用 具 本 体 挿 入 部
１ ３ 　 通 気 管 延 長 用 具 空 気 吹 き こ み 口
１ ４ 　 振 動 板 追 加 型 中 央 振 動 板
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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